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2015年3月期 2014年4月1日 ▲ ▲ ▲  2015年3月31日

▶ US－2型救難飛行艇の製造作業が進捗
▶ 特装車の生産規模は維持
▶ 自動電線処理機などのメカトロニクス関連製品の売上高が増加
▶ 新製品・新市場の創出に向け研究開発費を増額
▶ 設備投資に伴う減価償却費が増加

（注） 当冊子に含まれている将来予測等は作成日現在において入手可能な情報に基づくものであり、今後さまざま
な要因によって予測等と異なる結果となる可能性があります。また、掲載している取引先等につきましては、
敬称を省略しております。

より詳細な財務情報については、
当社IRサイト をご参照ください。
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▶   特装車の高い需要水準に増産
投資等で対応

▶   ボーイング社「787」向け機体
コンポーネントの納入数が増加

▶  売上高の増加に伴う増益
▶    為替が円安に推移したことに

より海外向け機体コンポーネ
ントの収益性が向上

▶  営業利益の増加に伴う増益 ▶    営業利益、経常利益の増加に
伴う増益

売上高
193,131百万円

営業利益
13,635百万円
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経常利益
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0.9%増

当期純利益
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前期比 
3.7%増

1株当たり当期純利益
95円30銭
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連結業績 ココがポイント2015年3月期
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2016年3月期の見通し



産機・環境システム パーキングシステム航 空 機 特 装 車

セグメント別の業績
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▶ 流体製品の売上が減少
▶ 自動車市場向けの自動電線処理機の需要が高水準を維持

▶   自動電線処理機等のメカトロニクス関連製品の
売上が増加

▶  廃棄物処理施設等の新設工事が進捗

2016年
3月期の
見通し

2016年
3月期の
見通し

▶ 機械式駐車設備は大口案件が寄与した前期に比べ売上が減少
▶ 航空旅客搭乗橋の売上が増加

▶ 機械式駐車設備の新設案件の売上が増加
▶ 航空旅客搭乗橋の大口案件の工事が進捗
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▶ 救難飛行艇の製造・修理作業が増加
▶ ボーイング社「787」向け主翼スパーの納入数が増加

▶  US-2型救難飛行艇の製造作業が進捗し防衛省
向けの売上が増加
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（単位:百万円）
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（単位:百万円）

2015年3月期

5,009

▶  建設関連車両の需要に対して増産投資等で対応
▶ 林業機械の高い需要水準が継続

▶   建設関連車両を中心に生産はなお高水準が 
継続

41,143
前期比 20.8%増
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前期比 12.8%増

1,330
前期比 47.9%増

1,878
前期比 7.8%減

27,440
前期比 3.0%減

2015年3月期を振り返って
　建設関連を中心に特装車の需要が依然として高く、これに
設備投資等で増産を図り対応いたしました。また、航空機の
分野では、ボーイング社「７８７」の主翼スパーの生産数が増
加したほか、円安が事業収益を押し上げました。良好な外部
環境に支えられたほか、従来から取り組んできた原価低減施
策の効果等もあり、売上高や営業利益は、過去最高を更新す
ることができました。

新たな中期経営方針の
活動期間がスタートしました
　これまでの３年間は当初目標にした業績（売上高1,500億
円以上、営業利益50億円以上）をいずれの事業年度でも上
回る結果となりました。これは、目標の策定時よりも、為替が
円安に推移したことや、特装車の需要水準が高まったことも
寄与しています。こうした状況下、新たに策定した中期経営
方針「New Challenge 100」では、「売上高2,000億円以上、
営業利益100億円以上の継続計上」を目標に掲げました。当
社グループは、一時的ではなく、継続して一定規模の業績を
計上できる企業集団を目指したいと考えています。為替や特
装車需要の変動等も踏まえ、どのような事業環境であっても

目標とする水準を継続できる体制にしようというのが本方針
の目的です。

目標に向けて取り組むべき施策
　お客さまの期待に応える製品・サービスの提供により、サ
プライヤーとして高い信頼を得ていくことに地道に取り組み、
事業基盤を更に強化することが必要だと考えています。
　たとえば、ボーイング社が毎年、品質・納期・コスト等で功
績のあったサプライヤーを表彰する「サプライヤー・オブ・
ザ・イヤー」を、当社は２年連続受賞しました。「主要構造

（Main Structure）」部門では初の快挙であり、ボーイング社
の幹部が、わざわざ当社の製造現場を訪問され、関係者を激
励してくださいました。これは、まさに信頼の証です。こうし
た実績をより多く生みだすためには、高い技術をベースにし
た独創的な製品・サービスの創出と品質でニーズに応え続
けていくことが大切だと考えています。
　引き続き各種取り組みを地道に進め、「輝かしい未来の創
出」を意味する『Brighten Your Future』を体現してまいりま
すので、当社グループへのご支援のほど、よろしくお願い申し
上げます。

トップメッセージ

新たな中期経営方針
「New Challenge 100」をスタート

取締役社長

特 集 新・中期経営方針「New Challenge 100」

New Challenge 50

2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期

New Challenge 100

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

基盤事業の国内強化による
収益拡大等を推進

活動期間の３カ年を通して
目標値を上回る

を安定計上
連結売上高 1,5００億円以上
連結営業利益 5０億円以上

の継続連結売上高 ２,０００億円以上
連結営業利益　 １００億円以上

目標

目標

左：売上高　右：営業利益　（単位:億円）

挑
戦

事
業
基
盤
の
強
化

▶生産体制の再構築・Ｍ＆Ａによる規模拡大
で一定の成果を挙げる
▶為替の円安での推移、震災復興等での特
装車需要の急激な増加

▶お客さまとのパートナーシップを強化し、グロー
バル市場におけるサプライヤーとしての地位確
立に取り組む

▶独創的な高付加価値製品の創出による新規事業
領域への参入

❶事業基盤の堅持と「殻」を破る新たな挑戦

❷製品やサービスを通じたCSR経営の推進
❸次世代経営者の育成

基本方針

1,509
1,740

1,931

58

108
136

２０１５年４月～２０１８年３月

２０１2年４月～２０１5年３月

新たな３カ年の目標を設定し、新明和グループの更なる発展を目指します
２０１２年４月にスタートした３カ年の中期経営方針「Ｎｅｗ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ５０」の成果を踏まえて、推進し
てきた取り組みを継続するとともに、今後の主要製品の需要動向や新たな課題への対処を念頭に
置き、活動を推進します。

前期比 9.6%増

84,775
前期比 38.3%増

6,929



各種お手続きについて

事 業 年 度 毎年4月1日～翌年3月31日
期末配当金受領株主確定日 毎年3月31日
中間配当金受領株主確定日 毎年9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　http://www.shinmaywa.co.jp/
（ただし、やむを得ない事由によって電子公告によるこ
とができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。）

▶証券会社等に口座をお持ちの方
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。なお、以下のお手続
き等につきましては、下欄の株主名簿管理人にお問い合わせください。
・ 郵送物等の発送と返戻に関するご照会
・ 支払期間経過後の配当金に関するご照会
・ 株式事務に関する一般的なお問い合わせ

▶特別口座に口座をお持ちの方
下欄の株主名簿管理人／特別口座管理機関にお問い合わせください。

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部

TEL 0120-094-777
（通話料無料）

株主名簿管理人／特別口座管理機関

株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）
三信株式会社 9,293,065 9.32

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 7,978,000 8.00

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,021,000 6.04

株式会社日立製作所 4,000,337 4.01

RBC ISB A／C DUB NON RESIDENT－TREATY RATE 3,000,000 3.01

CBNY－GOVERNMENT OF NORWAY 2,953,000 2.96

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 2,709,000 2.72

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 2,699,000 2.71

NORTHERN TRUST CO.（AVFC） RE 15PCT TREATY ACCOUNT 2,643,000 2.65

新明和グループ従業員持株会 2,249,395 2.26

〒665-8550  兵庫県宝塚市新明和町1番1号
TEL　0798-56-5000（代表）

株主メモ

（注） 持株比率は、自己株式数（319,254株）を控除して計算しています。

会社概要（2015年3月31日現在）

株式情報（2015年3月31日現在）

役員（2015年6月25日現在）

商 号

設立年月日 1949年11月5日

資 本 金 15,981,967,991円

従 業 員 数 2,862名

連結従業員数 4,588名

役職名 氏　名
代 表 取 締 役
取 締 役 社 長 大西　良弘
取 締 役
副社長執行役員 加藤　幹章
取 締 役
専務執行役員 遠藤　圭介
取 締 役
専務執行役員 石丸　寛二
取 締 役
専務執行役員 金井田正一
取 締 役
常務執行役員 五十川龍之

役職名 氏　名
取 締 役 山本　亘苗 ※１

取 締 役 平松　一夫 ※１

監査役（常勤） 藤原　好文
監査役（常勤） 水田　雅雄
監 査 役 下河邊由香 ※2

監 査 役 八木　春作 ※2

監 査 役 真鍋　　靖 ※2

役職名 氏　名
執 行 役 員 椢原　敬士
執 行 役 員 浅野　隆弘
執 行 役 員 西岡　　彰
執 行 役 員 深井　浩司
執 行 役 員 伊丹　　淳
執 行 役 員 田沼　勝之

「※1」は社外取締役、「※2」は社外監査役を示しています。

新明和工業株式会社

株式の状況
発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000,000株
単 元 株 式 数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　1,000株
株 主 数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7,951名

金融機関
39名
28,354,968株（28.35％）

金融商品取引業者
43名
1,461,536株（1.46％）

その他の法人
98名
16,592,534株（16.59％）

外国人
196名
33,910,574株（33.91％）

個人・その他
7,574名
19,361,134株
（19.36％）

自己株式
1名
319,254株（0.32％）

（　）内の数値は株式数の比率。四捨五入した数値を表示しております。

株主構成

合　計
7,951名

100,000,000株
100%

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆さまの声をお聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e-株主リサーチ事務局」

TEL  03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　7224

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、
2015年8月31日までです。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
（株式会社 a2mediaについての詳細http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なし
にこれ以外の目的に使用することはありません。

大株主（上位10名）

当社グループの情報開示や企業ニュース等をメールでタイムリーにお知ら
せしています。ぜひ、以下のサイトからご登録ください。（IR情報発信サービ
ス「ディア・ネットサービス」を利用してメールを配信しています。）

IR情報 メール配信のご案内
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